















































































































子 1)、前原　幸雄 1)、田中こず枝 1)、小池　伸享 1)、
高寺由美子 1)、中野　　実 2)、中村　光伸 2)、宮崎　　大 2)
【はじめに】一般的に救急車で来院する患者は緊急度が高いと考えら
れているが、WALK-INにも緊急度の高い患者が存在する。そのため、
我々は、救急外来を受診する全患者の緊急度判定を行っている。
救急車とWALK-INの緊急度の比較検討と入院率を算出した結果を
報告する。
【期間】平成23年4月から平成24年6月
【方法】１、救急車とWALK-INの緊急度の比較および緊急度別の入
院率を算出。
緊急度は、JTAS の定めるレベルＩ～レベルＶとした。
【倫理的配慮】研究者所属の倫理委員会の規定に基づいて、調査を
行い個人が特定できないように配慮した。
【結果】緊急度判定数は、救急車は2826件、WALK-INは7346件であっ
た。救急車の緊急度は１：9％、２：45％、３：38％、４：7％、５：
1％WALK-IN緊急度は、１：1％、２：12％、３：45％、４：35％、５：
7％救急車入院率は、１：82％、２：62％、３：47％、４：22％、５：
20％WALK-IN入院率は、１：63％、２：33％、３：20％、４：6％、
５：7％WALK-INでは、緊急性の高い症例は、心血管系と脳神経系
疾患が多く、救急車での緊急性の低い症例は
消化器疾患、内科系疾患、軽症外傷が多かった。
【考察】上記の結果から両者の緊急度判定を行うことは、全次型高
度救命救急センターにおいて、緊急性の高い患者に対する速やかな
医療介入という点で非常に有用であると思われる。救急車で搬入
された患者の入院率は、CTASの予測入院率の水準を満たす結果と
なった。これは、救急隊の観察、判断が的確であると考えられた。
また、WALK-INの入院率は、２と３が低いことが判明した。その
理由として、アンダートリアージになるのを恐れて緊急度を上げて
いる可能性が示唆された。
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